
StartupTune 取扱説明書
画面は StartupTune v0.1.1 の操作例です。表示されるアプリ・状態・記録はPCによって異なります。画像中の
「非表示」は、履歴名・日時・識別情報を隠すための画像加工で、アプリの表示ではありません。

最初に行うこと

StartupTune を開くと「起動を見直す」画面が表示されます。Windows の起動時に自動実行するアプリを見
直すためのツールです。PCの状態によっては、変更しても起動時間が短くならない場合があります。

左側のメニューで各画面へ移動できます。最初は中央の「1. 変更前の起動時間を記録する」から順に進めま
す。画像は候補と起動時間のデータを取得できていない場合の例です。

1. 「比較用の設定を保存」を押します。
2. Windows のスタートメニューから「再起動」し、変更前の記録を集めます。平均で比較するには3回以
上が必要です。電源・周辺機器・ログオンの条件を揃えてください。

3. 案内画面の候補から、使っていない機能を1つ選びます。「影響を確認して設定を開く」で説明を読
み、自動起動を無効にするか、開始時刻を遅らせます。

4. 再起動して、起動時間と必要な機能が使えるかを確認します。変更後も3回以上が比較の目安です。
5. 改善しない・不便になった場合は「変更前の設定に戻す」から復元ポイントを開き、対象の「変更前:

…」を選んで復元します。

候補が表示されない場合は、無理に変更する必要はありません。一度に複数を変更せず、1つずつ確認してく
ださい。アプリからPCを自動的に再起動することはありません。

変更前の保存
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設定を変更するたびに、直前の状態を自動保存します。保存に失敗した場合は変更しません。保存はアプリ

を閉じても残り、最初の変更前記録は削除から保護されます。

復元ポイントには2種類あります。

表示 用途

変更前: … 設定を試す前の状態。自動削除しません。

自動保存・任意の手動名 比較用の変更後状態、手動で残した状態。最大30件。

「元に戻す」バナーは、その画面の直前1項目を戻すための補助機能です。更新や終了でバナーが消えても、
「復元ポイント」から戻せます。全体の復元では、その後に行った他項目の変更も戻る場合があります。

ここでいう復元ポイントは、StartupTune が扱う起動設定の保存です。Windows全体の復元や、削除したアプ
リ・登録の再作成ではありません。

元に戻すときは、左側の「復元ポイント」を開き、戻したい操作に対応する「変更前: …」の行を確認して、
その行の右側にある「復元」を押します。「自動保存」は変更後の比較用記録なので、戻す対象を取り違えな

いようにしてください。

任意の名前で残す場合は「復元ポイントを保存」を押し、「同期アプリを見直す前」など、後で区別できる名

前を入力して「保存」を押します。最初の手順にある「比較用の設定を保存」は、案内画面から行えます。
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各画面の使い方

スタートアップ アプリ

項目を選択すると説明・発行元・実行場所などを表示します。トグルまたは詳細のボタンで自動起動を変更

します。無効にする前に、使えなくなる機能を確認してください。

上部の検索欄で目的のアプリを絞り、一覧の名前を選びます。右側の「無効化リスク」と機能説明を読んで

から、一覧の右端のトグルで変更します。画像の Google Drive は操作箇所を示す例です。同期を使う場合
は、自動起動を残してください。

署名の有効性と「無効化の影響」は別の情報です。署名が有効でも、必要な機能を止めてよいとは限りませ

ん。「影響: 未確認」は用途を判断できていない項目です。「リスク: 低」でも、自分が使う機能であれば残し
てください。

リンク先が見つからないショートカットは削除せず保持します。外付けドライブやネットワーク先の接続状

況を確認してください。

遅延実行

現在のユーザーの対応項目だけで利用できます。30秒・1分・2分・5分から選びます。その間は通知・同期な
ども開始されない点に注意してください。全ユーザー共通の項目には新規設定できません。

「なし」で通常の起動方法へ戻します。有効・無効の状態は維持されます。実行場所を特定できない場合は

変更を拒否します。
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「スタートアップ アプリ」で対象を選び、右側の詳細欄を下へスクロールすると「遅延実行」があります。
時間のボタンを選び、操作後に「現在の設定」を確認します。画像は「なし」が選択され、自動起動は無効

の状態です。遅延時間を選ぶだけで、無効な項目が有効になるわけではありません。

対象になるのは、レジストリ Run（現在のユーザー）、本人のスタートアップフォルダーのショートカット、
パッケージアプリ（MSIX）の一部です。対象外の項目は、詳細欄に理由が表示されます。主な理由は次のと
おりです。

最小化・最大化で起動するショートカット：遅延実行では表示状態を再現できないため。

名前に setup・update などを含み、実行レベルの指定がないプログラム：管理者権限を求められて起
動できなくなるおそれがあるため。

自動起動専用の別プログラムを使うパッケージアプリ（例：Microsoft Teams）：通常の起動に置き換え
ると動作が変わるため。

Windows の設定で自動起動がまだ有効化されていない、または組織のポリシーで管理されているパッ
ケージアプリ。

パッケージアプリの遅延実行は、スタートアップとしてではなく通常の起動になります。ログオン後にウィ

ンドウが表示されるなど動作が変わった場合は、「なし」で元に戻してください。

サービス

Windowsや各アプリを支える機能です。「自動・手動・無効」の変更は次回以降の起動に影響します。今動い
ているサービスを停止する機能はありません。

重要なもの、他サービスが必要とするもの、影響が不明なものは保護されます。「手動」でも自動で機能が始

まらなくなる可能性があります。初心者の方は、まず通常のスタートアップアプリを見直してください。
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一覧の右端は現在のスタートアップ種別です。項目を選ぶと、右側で動作状態と保護の説明を確認できま

す。変更する場合のボタンは詳細欄の下部にあります。画像の Print Spooler は画面構成の例で、変更を勧め
るものではありません。

タスク スケジューラ

起動・ログオン・セッション接続時のタスクを表示します。無効化すると、そのタスクに設定された定期実

行なども停止します。Windowsのタスクや影響が不明なものは保護されます。

RunOnce / ポリシー Run

表示専用です。RunOnce はインストールや更新の後処理に必要な場合があり、アプリから削除・無効化しま
せん。ポリシーで管理される項目も変更できません。
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左側の「RunOnce」を開いて項目を選ぶと、右側で実行場所などを確認できます。一覧の「表示のみ」が目
印です。スタートアップ アプリのような変更用トグルはありません。

「ポリシー Run」は別のメニューです。上部の案内で表示専用であることを確認できます。画像のように登
録項目が表示されないPCもあります。

起動時間の見方

Windows が記録した起動処理と後処理の時間を表示します。電源ボタンを押してから、すべてのアプリが使
えるようになるまでの時間とは異なります。アプリ別の時間も、無効化すればその秒数だけ短縮するという

予測ではありません。

グラフの点を選ぶと起動の詳細を確認でき、2点を選ぶと時間と記録した設定を比較できます。2点の差だけ
で最適化の効果とは断定できません。区間比較は変更前後各3回以上を必要とし、回数とばらつきを表示しま
す。
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記録がある場合は、左側の「起動時間の履歴」を開き、上部の「起動時間の推移」で点を1つ選びます。選ん
だ点には赤い丸が付き、下の「起動履歴比較」に内訳が表示されます。続けて別の点を選ぶと、「設定変更前

後の比較（参考）」で2点を比較できます。「選択を解除」で選び直せます。

変更した後の最初の起動から、変更後の設定として扱います。まだ再起動していない場合や、最初の基準を

保存する前の起動には、比較に使える設定記録がありません。Windows Update直後や条件の違う起動が混ざ
る場合は、参考値として読んでください。

困ったとき

起動時間が取得できない

Windowsの起動ログが未生成・無効、または読み取りに失敗している可能性があります。通常の再起動後に
再確認してください。記録がない状態では改善秒数を判定できません。

この案内が出ている間はグラフを使った比較はできません。撮影環境でも記録を取得できなかったため、上

の画像はデータがない状態を示しています。

保存できない・履歴の回復が表示された

エラーメッセージと保存先を確認してください。保存先は %LOCALAPPDATA%\StartupTune です。変更前保存
に失敗した場合は、設定を変更しません。変更後の比較記録だけ保存に失敗した場合は、その旨を区別して

表示します。

.bak から回復した場合は、最後の記録が欠けている可能性があります。履歴が壊れていても、保存フォルダ
ーを削除したり、JSONを手で書き換えたりしないでください。

復元で一部の項目が戻らない

対象アプリの削除、保護方針、権限、旧版のMSIX記録の識別情報不足などが原因です。表示された対象名と
理由を確認してください。「一部エラー」の場合、すべてが元に戻ったとは扱わないでください。

アプリが開かず元に戻せない
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Windowsにログオンできる場合は、タスクマネージャーの「スタートアップ アプリ」、Windowsの「サービ
ス」、タスクスケジューラで、変更した項目を元の設定へ戻せます。遅延実行はタスクスケジューラの

\StartupTune（レジストリ Run 項目・パッケージアプリ）または \StartupTune\FolderDelays（スター
トアップフォルダーのショートカット）にあります。元の登録（Run項目・ショートカット・パッケージアプ
リの自動起動）と遅延タスクを両方有効にすると二重起動するため、両方の状態を確認する必要がありま

す。

元の設定が分からない場合は推測で変更せず、保存フォルダーの changes.json と、表示されたエラーをサ
ポート担当者に提示してください。履歴にはアプリ名・サービス名・タスクのパスが含まれます。

Windows自体にログオンできない場合、このアプリ内の復元は使用できません。Windowsの回復環境や組織
の管理者による復旧が必要です。本アプリはWindowsの回復環境用ツールを提供しません。

アンインストールする

変更した起動設定（有効・無効、サービス、タスク スケジューラ、レジストリ Run 項目・パッケージアプリ
の遅延実行）は、アンインストールしても基本的に維持されます。元に戻したい場合は、先に復元ポイント

で戻してからアンインストールしてください。

例外として、本人のスタートアップフォルダー（ショートカット）に設定した遅延実行だけは、アンインス

トール時に自動的に解除されます。遅延タスクを削除し、ショートカットの有効・無効を元の状態に戻しま

す。解除に失敗した場合はアンインストールを中止するため、StartupTuneを終了してから、設定した本人の
アカウントで再度アンインストールしてください。
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